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されている乳幼児「望ましい姿」8 割に加え，「配慮が必要な姿」が全体の 2 割ほど見られ
ると認識していることが明らかになった。 












③「5 年未満保育者」の 4 歳児の望ましい姿「自分の役割を見つけ，友だちとカを合わせよ
うとする。」には有意な正の相関が見られた。 
④「5 年以上保育者」の 3 歳児の配慮が必要な姿「おもちゃを作ろうとしない。」と 4 歳児
の望ましい姿「自由に作った物を山から投げたりして遊ぶ。」には有意な低い正の相関が見
られた。 
このように，保育経験を 5 年以上積み重ねた保育者であっても，3 歳児の望ましい姿や 4
歳児の配慮が必要な姿， 5 歳児の「望ましい姿」・「配慮、が必要な姿」に対する言葉かけ
は困難であることが示唆された。 
第 7 章の研究の総括では，第 2 章・第 3 章・第 4 章・第 5 章・第 6 章を要約し，本研究
のまとめと結論，今後さらに保育現場に貢献していくための課題を述べた。すなわち，課
題は次の 3 点である。①本研究では，研究 2・3 における知見を踏まえ，養成校は学生の
乳幼児に対する言葉かけ及び語彙選定に関する「伝達」• 「非伝達」経験の獲得過程にお
いて，ある程度の自信の獲得を促す必要性がある。しかし，保育者や学生の乳幼児に対す
る言葉かけや語彙選定に伴う自信など，また，実践知向上に最も寄与すると考えられる
「伝達」・「非伝達」経験の割合について，どのような考えのもとで重要性が認識されてい
るのか，その理由を明らかにしていない。現職保育者と学生のそれぞれで，経験の差異な
どから理由は少なからず異なるはずである。との両者の差を分析することで，学生に対す
る「非伝達」経験の保障の在り方について，具体的にデザインすることができるようにな
４ 
ると考えられる。したがって，この点を自由記述やインタビュー調査も加えて明らかにす
ることである。それによって，学生の主観的な感情を現職保育者のように，客観的で現実
に即した感情へと転換するための方法論を養成校に提示することが可能になると考えられ
る。②研究 4 における知見を踏まえ，とりわけ登園から降園までに見られる乳幼児の「配
慮が必要な姿」の事例を収集する必要がある。③研究 5 における知見を踏まえ，言語が未
発達な 0・1・2 歳児への熟達保育者の言葉かけの実態を明らかにし，養護と教育における
言葉かけの差異を実証的に証明することである。 
  
５ 
博士論文審査の要旨 
 
審査委員会は、「課程博士の学位論文審査等に関する内規｣第15条に基づいて博士論文等
の審査を下記のように実施した。 
 
１．公開試問 
 公開試問は令和３年１月30日(土)14時10分～15時10分、８号館６階ゼミ3･4教室におい
て実施された。博士論文の内容について発表後、その内容と関連事項について質疑応答が
行われた。公開試問における発表は、博士論文としての学術レベルを満たすものであった
。また、質疑に対する回答も適格であり、十分な学識を満たすものであった。 
 
２．審査委員会 
 審査委員会は公開試問終了後、発表者に追加質問を行った。公開諮問・追加質問の結果
を踏まえ博士論文の可否を審議した結果、審査委員会は、全員一致で論文内容は学位論文
として価値あるものと判断し、この結果を児童学研究科委員会に報告することとした。 
 
３．博士論文の内容と成果 
（1）論文構成 
 本論文は、７章、本文170頁、付録資料等101頁、図表122葉から成っている。 
 
（2）論文の内容と成果 
 本論文は、現職保育者(以下､保育者)と保育志望学生(以下､学生)の乳幼児に対する｢言葉
かけ｣と｢語彙選定｣の実態を実証的に検討し、保育者養成校の指導改善に寄与するための
基礎的資料を得ることを目的としている。その検討は、第1章序論における｢保育実践力｣
の基盤となる乳幼児への｢言葉かけ｣に着目した課題の整理と目標設定、第2章～第6章にお
ける学生と保育者を対象とした５つの実証研究により行われた。その結果、以下のことが
明らかになった。 
① 学生の｢主な実習課題｣では援助方法、言葉かけ、乳幼児理解、実技、指導案等が示さ
れた。また実習時の援助の省察内容には｢肯定｣｢反省･改善｣｢肯定･反省･改善｣等の型が
みられた。 
② 乳幼児に対する言葉かけと語彙選定の２つの援助に関して抱く｢自信｣や｢不安｣等の感
情は、保育者と学生の間にギャップがあり、それを埋める必要があることが明らかと
なった。 
③ 学生による乳幼児に対する言葉かけと語彙選定の援助では、｢非伝達(伝わらなかった)
｣経験の影響が大きいことから、従来、理論面の指導に偏っていた｢言葉かけ｣指導につ
いては演習等により｢非伝達｣経験を保障し｢客観的自己評価｣の力量を高める必要性が
示唆された。 
④ 一斉指導で選択する｢主活動（読み聞かせ､製作､遊び､等）｣とそこでみられる乳幼児の
姿の関連の検討から、保育者は保育場面に応じて適切な言葉かけや語彙選定が必要と
なる。 
⑤  学生の乳幼児に対する｢言葉かけ｣の適切さに関する熟練保育者２名の評価は、乳幼児
の年齢に応じた｢望ましい姿｣｢配慮が必要な姿｣により異なるが、関連性がみられた。 
以上の主要部分は日本応用教育心理学会、茶屋四郎次郎記念学会の論文誌他で公表済みで
ある。 
 
６ 
（3）今後の課題 
今後の課題として、言葉かけにおける伝達経験の重要性の認識に関して、現職保育者と学生
の違いをもたらす要因を詳細に検討すること等が挙げられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 
試問の結果の要旨 
 
１．公開試問 
 公開試問は、令和３年１月30日（土）14時10分～15時10分、8号館6階ゼミ3･4教室にお
いて実施された。博士論文の内容について40分の発表後、その内容と関連事項について20
分の質疑応答が行われた。その後、別室において審査委員会は発表者に追加質問を行った
。いずれの質疑に対する回答も適格であり、十分な学識を満たすものであった。 
公開試問･追加質問の内容は、以下のとおりである。 
・本研究の主題となる「言葉かけ」と「語彙選定」を取り上げる範囲（場面）について 
・保育者志望学生の乳幼児を対象とした実習における言葉によるコミュニケーションの限
界について 
・保育志望学生の「言葉かけ」「語彙選定」に関する自己評価の基準について 
・保育志望学生の実習（インターンシップ）における学生へのフィードバックについて 
 
２．試問の結果 
 審査委員会は、公開試問終了後、別室において博士論文の可否を審議した。その結果、
試問担当者は、本論文が学位論文として価値あるものと判断し、全員一致で合格と認めた
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